
アンケート票の入力作業 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
① 調査票のチェック 

回収された調査票の回答が、設問の回答形式になっていないが、一義的な回答であり客観

的に訂正可能な場合は訂正する。（複数の回答を想定し得ない場合） 

なお、回答内容に複数の解釈が可能な場合は、処理を行わないこととする。 

 

 

② データ入力 

チェック後の調査票についてデータ入力し、以下の確認を行う。 

ア．同じ調査票を２名で入力し作成データを比較・確認する 

イ．アで入力したデータについて、原票と比較・確認する。 

 

 

③ 設問の集計作業 

単純集計（各設問毎に比率や平均等を集計） 

クロス集計（関連する設問をクロスして集計） 

※論理的に矛盾のあるアンケート票を集計するため、矛盾した内容を含む集計結果になる

恐れがある。このため、矛盾した内容を含む集計結果を整理した場合には、適切な説明

を付しておく。 

 

④ 分 析 

集計結果の分析 

 

①調査票の 
チェック 

 
４月上旬～６月上旬 

②データ 
入力 

 
６月上旬～６月中旬 

④設問の 
集計作業 

 
６月中旬～６月下旬 

⑤分 析 
 
 
６月～７月 

H17.6.2 連絡会資料 参考資料１ 
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アンケート票のチェック方針 

 

アンケート票のチェックは、データ入力前に、回答者のミス等によってアンケートの設問に

何らかの誤りがある可能性があるものについてチェックを行い、ルールを決めて必要な処理を

行うものである。 

 

 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

チェック項目 処理方法（案） 
該 当

票 数

① 
アンケート対象者でないか 

（尼崎の対象４路線を通行していない） 

複数の解釈が可能であるた

め、そのままとする 
332 

② 
記入欄の間違いや、文字で記入されているなど、入力

できない回答記入上の誤りはないか 
回答が明らかであれば訂正 

判断を要する場合は無回答 
475 

③ 回答しなければならない箇所に、記入漏れはないか 
複数の解釈が可能であるた

め、追記はせず、そのまま無

回答とする 

230 

④ 各設問の対象外の箇所に、回答していないか 
複数の解釈が可能であるた

め、そのままとする 
1,650

⑤ ありえない回答選択肢番号が記入されていないか 
誤回答が明らかであれば、該

当する回答を削除 
280 

⑥ 
転換意向（変更する、しない、わからない 等）に、

２つ以上回答していないか 
複数の解釈が可能であるた

め、そのままとする 
5 

⑦ 
制限回答形式の設問（３つ以内）に、４つ以上回答して

いないか 
複数の解釈が可能であるた

め、そのままとする 
75 

⑧ 湾岸線の割引額が、最大値を超えていないか 
複数の解釈が可能であるた

め、そのままとする 
1 

※該当票数は、１票の中で該当する設問が複数あっても１票として計上（約２,２２８票を対象とした概数）

 

 

○問２～問８のいずれかに回答しているアンケート票を、入力の対象とする。 

（問２～問８は、あっせん事項の調査項目に該当） 

○正しい回答が明らかまたは誤回答箇所が明らかであり、客観的に訂正可能な場合  

                     ⇒ 必要な処理（訂正・削除）を行う 

○回答内容に複数の解釈が可能な場合       ⇒ 処理は行わない（そのままとする） 

基 本 方 針 
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【事例紹介】 

 チェック事例 
ﾁｪｯｸ

項目
対 応（案） 

事例１ 
アンケートの対象者でない 

（問２で尼崎の対象４路線を通行していない）
① 

問２が誤記入・記入漏れの可能

性もあり対象者でないと判断

できないため、そのままとする

事例２ 割引額に文字（半額等）が記入されている ② 文字を金額に訂正する 

事例３ 変更するルート番号に無関係の文字が記入さ

れている 
② 判断できないため無回答とする

各設問の対象者でないのに回答している 

 ①問１で道交法大型車でない ⇒問４,問５に回答

 ②問２で尼崎の 43 号を未通行⇒問４,問５に回答

 ③問１で阪高料金大型でない ⇒問６以降に回答

事例４ 

 ④問２で尼崎の３路線を未通行⇒問６以降に回答

④ 

問１、問２が誤記入・記入漏れ

の可能性もあり対象者でない

と判断できないため、そのまま

とする 

事例５ 
通行していない路線に回答している（問３）

（問２で湾岸線のみを通行⇒43 号回答欄に回答）
④ 

問２が誤記入・記入漏れの可能

性もあり通行していないと判断

できないため、そのままとする

事例６ 
転換意向に、複数回答している。 

（「１.変更する」と「２.変更しない」に回答等）
⑥ 

どちらが誤記入か判断できない

ため、そのままとする 

事例７ 
ルートを変更しない理由等の設問で「３つ以

内」の回答数を超過している 
⑦ 

どの選択肢が余剰分であるか

判断できないため、すべてその

ままとする 

事例８ 
変更する割引額等を回答しているのに、転換

意向「変更する」が無回答（記入漏れ） 
③ 

転換意向の記入漏れであるか、

変更する割引額等を回答した

ことが誤記入であるのか判断

できないため、そのままとする

事例９ 
転換意向で「変更しない」と回答しているの

に、変更する割引額等を回答している 
④ 

転換意向を誤記入している可

能性もあり判断できないため、

そのままとする 

事例１０ 
変更するルートに、問２の通行ルートに無い

番号が記入されている 
⑤ 

明からな誤記入であるため、該

当箇所を削除する 

事例１１ 

変更するルートに、規制対象外の通行ルート

番号が記入されている 

（湾岸線に変更するルート⇒湾岸の通行ルートを回答等）

⑤ 

問２が誤記入・記入漏れの可能

性もあり規制対象外と判断で

きないため、そのままとする 

事例１２ 

割引額が最大値を超過している 

（西線の割引額を 1200 円と記入 

※上限 1000 円）

⑧ 

対象路線を誤記入している可

能性もあり判断できないため、

そのままとする 
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問２関連 

 チェック事例 
ﾁｪｯｸ

項目
対 応（案） 

事例１３ 
出発地・目的地に、地名が文字で記入されており、

入力できない 
② 文字を該当する番号に訂正する

事例１４ 
出発地・目的地に選択肢にない番号を記入して

おり、入力できない 
② 

正しい回答が判断できないため

無回答とする 

事例１５ 時刻を２４時間制で記入していない ② ２４時間制に訂正する 

事例１６ 
２号の交差点番号が 43 号の通行区間に記入さ

れている等、記入欄を間違えている 
② 正しい記入位置に修正する 

事例１７ 
有料道路の通行ランプ番号を誤った回答欄に記

入している 
② 正しい記入位置に修正する 

事例１８ 
通行区間のランプ番号等が片方（出口）の回答

欄にしか記入されていない 
③ 

記入漏れ箇所の回答が不明で

あるため、そのままとする 
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注 上記の記入事例は原票から一部転記したものである。 

【調査票のチェック】（事例１） 

点 検 項 目  対  応 

アンケートの対象者でない 

（問２で尼崎の対象４路線を通行していない）  

 問２が誤記入・記入漏れの可能性もあ

り対象者でないと判断できないため、

そのままとする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神戸～西宮区間のみを通行し、尼崎市域を通行していない

ため、アンケート対象外となるが、通行ルートの記入漏れ

の可能性も考えられることからそのままとする。 
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【調査票のチェック】（事例２） 

点 検 項 目  対  応 

割引額に文字（半額等）が記入されている        文字を金額に訂正する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 上記の記入事例は原票から一部転記したものである。 

西線～東線の通行料金が２,４００円 

であるため、半分と記入されている回答を、

１,２００円とする。 
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【調査票のチェック】（事例３） 

点 検 項 目  対  応 

変更するルート番号に無関係の文字が記入されて

いる 

 
判断できないため無回答とする 

 

 

 

 

 

 

 

注 上記の記入事例は原票から一部転記したものである。 

変更する通行ルート番号に文字が記入され

ており、正しい回答が判断できないため、無

回答とする。 

←文字が記入されている
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【調査票のチェック】（事例４） 

点 検 項 目  対  応 

各設問の対象外でないのに回答している        

 問１、問２が誤記入・記入漏れの可

能性もあり対象者でないと判断で

きないため、そのままとする 

 

（問１） 

 

 

（問４） 

 

注 上記の記入事例は原票から一部転記したものである。 

問１の設問で道交法の大型車に該当しておら

ず、問４の設問の対象外となるが、問１を誤記

入している可能性もあるためそのままとする。
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【調査票のチェック】（事例５） 

点 検 項 目  対  応 

通行していない路線に回答している（問３） 

（問２で湾岸線のみを通行⇒43号回答欄に回答） 

 問２が誤記入・記入漏れの可能

性もあり通行していないと判断

できないため、そのままとする

 

 

 

 

 

 

（問２） 

 

注 上記の記入事例は原票から一部転記したものである。 

問２の回答より国道４３号は、尼崎市域を通行していないた

め、国道４３号の欄は回答対象外となるが、通行ルートの記

入漏れの可能性もあるためそのままとする。 

16



 

【調査票のチェック】（事例６） 

点 検 項 目  対  応 

転換意向に、複数回答している。 

（「１.変更する」と「２.変更しない」に回答等） 

 どちらが誤記入か判断できないた

め、そのままとする 

 

 

 

 

注 上記の記入事例は原票から一部転記したものである。 

単一回答であるが、「１．変更する」と「２．

変更しない」に回答しており、どちらが誤記

入か判断できないためそのままとする。 
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【調査票のチェック】（事例７） 

点 検 項 目  対  応 

ルートを変更しない理由等の設問で「３つ以内」

の回答数を超過している 

 どの選択肢が余剰分であるか判断

できないため、すべてそのままとす

る 

 

 

 

 

 

 

 

注 上記の記入事例は原票から一部転記したものである。 

設問条件が「３つ以内」の選択になっているが、

５つの項目にチェックしているが、どれか余剰

分が判断できないためそのままとする。 
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【調査票のチェック】（事例８） 

点 検 項 目  対  応 

変更する割引額等を回答しているのに、転換意

向「変更する」が無回答（記入漏れ）          

 転換意向の記入漏れであるか、変更する

割引額等を回答したことが誤記入である

のか判断できないため、そのままとする

 

 

 

 

注 上記の記入事例は原票から一部転記したものである。 

割引額を回答しているが、転換意向に回答し

ていないため、無回答とする。割引額につい

ては、そのままとする。
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【調査票のチェック】（事例９） 

点 検 項 目  対  応 

転換意向で「変更しない」と回答しているのに、

変更する割引額等を回答している               

 転換意向を誤記入している可能性

もあり判断できなないため、そのま

まとする 

 

 

 

 

注 上記の記入事例は原票から一部転記したものである。 

転換意向で「２．変更しない」と回答してい

るが、以降の設問に回答しているが、誤記入

の可能性もあり判断できないためそのまま

とする。 

20



 

【調査票のチェック】（事例１０） 

点 検 項 目  対  応 

変更するルートに、問２の通行ルートに無い番号

が記入されている                             

 明からな誤記入であるため、該当箇

所を削除する 

 

 

 

 

 

 

注 上記の記入事例は原票から一部転記したものである。 

変更するルート番号に「７１～８１」、 

「８２」と通行ルート番号以外の数字を回答

しているため、無回答とする。 
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【調査票のチェック】（事例１１） 

点 検 項 目  対  応 

変更するルートに、規制対象外の通行ルート番号

が記入されている 

（湾岸に変更するルート⇒湾岸の通行ルートを回答等） 

 問２が誤記入・記入漏れの可能性

もあり規制対象外と判断できない

ため、そのままとする 

 
（問８） 

 

（問２） 

 

注 上記の記入事例は原票から一部転記したものである。 

通行ルート番号：２は湾岸線を通行しており、

設問の「湾岸線へ変更する通行ルート」に矛盾

しているが、問２が誤記入の可能性もあるため

そのままとする。
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【調査票のチェック】（事例１２） 

点 検 項 目  対  応 

割引額が最大値を超過している 

（西線の割引額を 1200 円と記入 

※上限 1000 円） 

 対象路線を誤記入している可能性

もあり判断できないため、そのま

まとする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 上記の記入事例は原票から一部転記したものである。 

西線の割引額は最大１０００円であるが、 

１,２００円と記入しており、最大値を超過

しているが、誤記入の可能性もあり判断でき

ないため、そのままとする。 
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【調査票のチェック（問２）】（事例１３） 

点 検 項 目  対  応 

出発地・目的地に、地名が文字で記入されており、

入力できない 

 
文字を該当する番号に訂正する 

 

 

 

 

 

 

 

注 上記の記入事例は原票から一部転記したものである。 

出発地と目的地を文字で記入しているため、

選択肢番号に訂正する。 
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【調査票のチェック（問２）】（事例１４） 

点 検 項 目  対  応 

出発地・目的地に選択肢にない番号を記入してお

り、入力できない 

 正しい回答が判断できないため無

回答とする 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 上記の記入事例は原票から一部転記したものである。 

出発地・目的地を記入する欄に、選択肢にな

い番号を記入しているため無回答とする。 
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【調査票のチェック（問２）】（事例１５） 

点 検 項 目  対  応 

時刻を２４時間制で記入していない             
 

２４時間制に訂正する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 上記の記入事例は原票から一部転記したものである。 

前後の回答から「１時台」の回答は１２時間

制での回答が明らかであるため、「１３時台」

とする。 
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【調査票のチェック（問２）】（事例１６） 

点 検 項 目  対  応 

２号の交差点番号が 43 号の通行区間に記入され

ている等、記入欄を間違えている                

 
正しい記入位置に修正する 

 

 

 

 

 

 

 

注 上記の記入事例は原票から一部転記したものである。 

国道２号線の交差点番号を国道４３号線の

通行区間に記入しているため、国道２号線の

通行区間に記入する。 

正しい位置に記入
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【調査票のチェック（問２）】（事例１７） 

点 検 項 目  対  応 

有料道路の通行ランプ番号を誤った回答欄に記

入している 

 
正しい記入位置に修正する 

 

 

 

 

 

 

 

注 上記の記入事例は原票から一部転記したものである。 

乗継ぎしていないのに「（７３）」と記入して

いるため、正しい記入位置に「７３」と記入

する。 

正しい位置に記入

正しい位置に記入
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【調査票のチェック（問２）】（事例１８） 

点 検 項 目  対  応 

通行区間のランプ番号等が片方（出口）の回答欄

にしか記入されていない 

 記入漏れ箇所の回答が不明である

ため、そのままとする 

 

 

 

 

 

 

 

注 上記の記入事例は原票から一部転記したものである。 

出口ランプ番号のみ記入されており、入口ランプ

番号は記入されていないが、入口ランプ番号は不

明であるため、空欄のままとする。 
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